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概
　
要

　

本
論
文
の
目
的
は
、
古
井
由
吉
（
一
九
三
七
〜
二
〇
二
〇
年
）
の
連
作
短
篇
『
山
躁

賦
』（
集
英
社
、
一
九
八
二
年
）
を
、
戦
後
日
本
の
高
度
成
長
期
か
ら
八
〇
年
代
前
半

に
至
る
社
会
状
況
と
の
相
互
干
渉
と
い
う
観
点
か
ら
読
解
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
作

家
・
作
品
理
解
の
問
い
直
し
を
試
み
る
こ
と
で
あ
る
。

　

一
般
に
、
古
井
は
「
内
向
の
世
代
」
の
旗
手
と
し
て
、
日
本
語
に
よ
る
表
現
の
可
能

性
を
追
求
し
た
作
家
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
『
山
躁
賦
』
は
、
古
井
の
作
品
史

に
お
い
て
、
男
女
の
恋
愛
を
基
軸
と
し
た
物
語
的
作
風
か
ら
、
古
典
の
大
胆
な
活
用
を

特
徴
と
す
る
実
験
的
作
風
へ
の
転
換
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
作
家
・
作
品

理
解
と
連
動
す
る
形
で
、
従
来
の
批
評
・
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、
本
作
は
表
現
論
的

な
い
し
文
学
史
的
な
観
点
か
ら
読
み
解
か
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
本
作
の
言
語
芸
術
と
し
て
の
価
値
を
内
在
的
に
検
討
し
、
作
中
に
引
か
れ

た
古
典
の
出
典
情
報
を
整
備
す
る
だ
け
で
は
、
作
家
と
社
会
の
相
互
的
な
影
響
関
係
に

迫
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
近
年
の
日
本
文
学
研
究
で
は
、
古
井
と
同
世
代
の
作
家
に
よ

る
作
品
を
同
時
代
の
文
脈
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
新
た
な
読
み
の
可
能
性
を
拓
く
試

み
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
本
論
文
は
、
こ
う
し
た
研
究
動
向
を
踏
ま
え
て
、
作
中
の
主

題
を
同
時
代
の
言
説
と
比
較
す
る
こ
と
で
、『
山
躁
賦
』
に
潜
在
す
る
社
会
批
評
的
な

側
面
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
『
山
躁
賦
』
は
、
八
〇
年
五
月
か
ら
八
二
年
二
月
に
か
け
て
『
青
春
と
読
書
』
誌
に

初
出
、
連
載
完
結
同
年
の
四
月
に
単
行
本
化
さ
れ
た
。
本
論
文
は
、
こ
の
初
出
・
刊
行

時
期
の
前
後
を
本
作
の
「
同
時
代
」
と
見
な
し
、
当
時
の
古
井
の
認
識
に
沿
っ
て
、
五

五
年
以
降
の
高
度
成
長
と
の
連
続
性
を
重
要
視
し
た
。

　

ま
た
、
本
論
文
の
考
察
は
、
八
〇
年
代
以
降
の
古
井
が
継
続
的
に
実
践
し
、
独
自
の

意
味
を
付
与
し
た
創
作
指
針
「
エ
ッ
セ
イ
ズ
ム
」
の
性
質
と
射
程
を
解
明
す
る
作
業
に

も
通
じ
て
い
る
。
古
井
は
『
山
躁
賦
』
以
降
、
小
説
と
も
随
筆
と
も
つ
か
な
い
《
エ
ッ

セ
イ
》
的
作
風
へ
の
傾
斜
を
強
め
、「
エ
ッ
セ
イ
ズ
ム
」
と
い
う
独
自
の
指
針
を
打
ち

出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
「
エ
ッ
セ
イ
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
従
来
の
ジ
ャ
ン
ル
区

分
に
囚
わ
れ
ず
、
よ
り
根
源
的
・
包
括
的
な
言
語
表
現
を
「
試
み
る
」
意
欲
が
表
れ
て

い
る
。
本
作
を
、
古
井
が
本
格
的
に
「
エ
ッ
セ
イ
ズ
ム
」
に
傾
斜
し
て
い
く
結
節
点
と

し
て
捉
え
、
古
井
が
同
時
期
に
発
表
し
て
い
た
社
会
時
評
的
な
短
文
、
同
時
代
の
言

説
・
批
評
・
文
学
作
品
、
あ
る
い
は
現
在
参
照
可
能
な
理
論
的
・
哲
学
的
な
知
見
と
対

話
さ
せ
る
こ
と
で
、
テ
ク
ス
ト
内
の
機
制
に
焦
点
化
し
て
い
る
だ
け
で
は
見
え
て
来
な

い
、
古
井
文
学
の
領
域
横
断
的
な
問
題
を
追
っ
て
い
く
こ
と
も
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

本
論
は
、
全
四
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　

第
一
章
「「
計
画
」
的
時
間
と
そ
の
臨
界
│
│
時
間
表
現
の
多
角
的
分
析
を
通
じ
て
」

で
は
、
本
作
の
時
間
表
現
を
、
高
度
成
長
期
の
日
本
で
支
配
的
だ
っ
た
「
計
画
」
的
時

間
へ
の
批
判
と
し
て
読
解
し
た
。
本
作
冒
頭
で
は
、
話
者
兼
作
中
人
物
「
私
」
と
同
じ

新
幹
線
に
乗
り
合
わ
せ
た
「
酒
に
酔
っ
た
田
舎
町
の
経
営
者
」
の
言
動
を
通
し
て
、
近

代
資
本
主
義
と
結
託
し
た
目
的
論
的
か
つ
単
線
的
な
時
間
様
式
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
間
様
式
は
、
戦
後
日
本
の
高
度
成
長
を
駆
動
し
た
種
々
の
「（
経
済
・
開
発
・

合
理
化
）
計
画
」
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
の
「
経
営
者
」
の
言
動
か
ら

優
秀
修
士
論
文
概
要
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無
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の
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程
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〇
〜
一
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年
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は
、
こ
う
し
た
高
度
成
長
期
以
来
の
時
間
様
式
が
、
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
た
社
会
構

造
と
と
も
に
、
機
能
不
全
に
陥
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
見
え
て
も
来
る
。
こ
の
点
を
手
掛

か
り
に
、
作
中
で
の
「
私
」
に
よ
る
目
的
の
先
取
り
と
裏
切
り
、
そ
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
に

お
け
る
時
間
順
序
の
錯
綜
お
よ
び
量
的
大
小
関
係
の
逆
転
、
非
＝
目
的
論
的
・
単
線
的

な
時
間
感
覚
の
発
動
、
そ
し
て
「
腐
敗
・
発
酵
」
や
「
な
れ
」
と
い
っ
た
主
題
系
を
分

析
し
て
い
く
こ
と
で
、
本
作
の
時
間
表
現
が
、
近
代
資
本
主
義
の
体
制
に
お
い
て
支
配

的
な
時
間
様
式
に
対
す
る
創
造
的
な
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
を
提
示
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ

た
。
こ
う
し
た
議
論
を
経
て
、
本
作
の
「
私
」
が
、
作
品
終
盤
で
は
「
計
画
」
や
「
目

的
」
を
遂
行
す
る
精
神
の
働
き
と
し
て
の
「
意
志
」
か
ら
解
放
さ
れ
た
、
中
動
態
的
な

時
間
／
存
在
様
式
に
開
か
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

第
二
章
「
奇
妙
な
観
光
の
行
方
│
│
同
時
代
の
観
光
言
説
と
の
比
較
を
中
心
に
」
で

は
、
作
中
で
自
ら
「
観
光
旅
行
」
者
を
名
乗
る
「
私
」
の
身
振
り
が
、
同
時
代
の
観
光

言
説
を
内
在
的
に
批
判
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
追
跡
し
た
。
本
作
の
「
私
」
は
「
観
光

旅
行
者
の
俺
」
を
自
称
し
、
同
時
代
の
観
光
の
流
行
と
重
な
る
行
動
を
取
り
つ
つ
、
同

時
に
観
光
的
な
名
所
遍
歴
へ
の
違
和
感
を
表
明
し
、
観
光
地
の
住
宅
・
道
路
開
発
の
状

況
に
意
識
を
向
け
て
も
い
る
。
こ
う
し
た
「
私
」
の
奇
妙
な
両
義
性
は
、
当
時
の
観
光

言
説
が
、
高
度
成
長
期
の
急
速
な
社
会
変
動
の
反
動
と
し
て
、
観
光
地
の
文
化
や
歴
史
、

自
然
美
を
称
揚
す
る
こ
と
で
、
そ
の
土
地
の
住
宅
・
道
路
開
発
の
状
況
を
不
可
視
化
し

て
い
た
こ
と
へ
の
批
判
的
応
答
と
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
点
を
手
掛
か
り
に
、

第
五
篇
中
の
不
完
全
燃
焼
に
終
わ
る
高
野
山
麓
の
散
策
、
作
品
後
半
で
の
新
興
住
宅
地

に
対
す
る
視
線
、
第
一
〇
篇
に
お
け
る
比
叡
山
延
暦
寺
境
内
で
の
「
新
造
」
の
建
築
物

の
発
見
と
い
っ
た
場
面
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
本
作
の
奇
妙
な
「
観
光
旅
行
」
が
、
同

時
代
の
観
光
言
説
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
、
そ
の
言
説
が
共
有
し
て

い
た
物
語
論
的
構
造
と
を
、
批
判
的
に
解
体
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
う
し
た
議

論
の
過
程
で
、
本
作
が
八
〇
年
前
後
の
文
学
作
品
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
、
と
り
わ

け
観
光
、
開
発
の
主
題
に
関
し
て
提
示
し
て
い
た
視
座
の
独
自
性
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　

第
三
章
「
こ
だ
ま
の
歌
い
か
た
│
│
古
典
引
用
を
め
ぐ
っ
て
」
で
は
、
本
作
の
古
典

引
用
が
、
高
度
成
長
期
の
住
宅
・
道
路
開
発
、
お
よ
び
そ
の
反
動
と
し
て
の
伝
統
回
帰

的
な
観
光
の
流
行
と
い
う
、
相
補
的
な
現
象
の
双
方
を
批
判
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
に
回
収

さ
れ
な
い
古
典
の
活
用
方
法
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
作
で
は
、

作
中
人
物
「
私
」
の
〈
い
ま
・
こ
こ
〉
の
歴
史
に
根
ざ
し
た
古
典
が
、
し
ば
し
ば
引
用

さ
れ
て
い
る
。
先
行
言
説
は
、
後
年
の
古
井
に
よ
る
自
著
解
説
に
依
拠
し
な
が
ら
、
こ

の
引
用
を
高
度
成
長
期
の
国
土
開
発
へ
の
反
措
定
と
見
な
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
指
摘

に
留
ま
っ
て
い
る
限
り
、
同
じ
く
国
土
開
発
へ
の
反
動
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
観
光
言

説
に
よ
る
、
古
典
引
用
と
の
差
異
が
説
明
で
き
な
い
。
実
の
と
こ
ろ
、
本
作
の
古
典
引

用
は
、
土
地
に
固
有
の
文
学
的
記
憶
を
参
照
し
な
が
ら
、
そ
の
土
地
の
過
去
と
現
在
と

の
隔
絶
を
際
立
た
せ
る
こ
と
で
、
同
時
代
の
伝
統
回
帰
的
な
観
光
言
説
と
の
距
離
を
確

保
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
出
発
し
て
、
本
作
の
古
典
引
用
を
、
初
期
作
品
以
来
の
古

井
が
繰
り
返
し
表
現
し
て
来
た
、
異
な
る
個
体
間
の
相
互
浸
透
と
し
て
の
「
共
振
」
の

系
譜
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
本
作
の
「
私
」
が
、
古
典
の
表
現
主
体
と
の
相
互
浸
透

を
通
じ
て
、
開
発
が
進
む
〈
い
ま
・
こ
こ
〉
へ
の
態
度
を
変
更
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ

た
。
加
え
て
、
こ
の
「
私
」
と
古
典
の
相
互
浸
透
が
、
第
一
一
篇
に
お
い
て
は
歴
史
に

潜
在
す
る
暴
力
的
な
情
動
を
露
呈
さ
せ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
作
品
後
半
の
古
典
引
用

が
、
第
一
章
終
盤
で
検
討
し
た
「
腐
敗
／
発
酵
」
の
主
題
系
や
、
中
動
態
的
な
変
化
と

し
て
の
「
な
れ
」
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

第
四
章
「
岸
が
揺
れ
る
ま
で
│
│
「
海
を
渡
り
」
を
読
む
」
で
は
、
作
品
第
六
篇
「
海

を
渡
り
」
が
、
高
度
成
長
期
の
都
市
部
で
政
治
的
・
社
会
的
な
要
因
か
ら
進
行
し
て
い

た
死
者
の
排
除
に
抗
い
、
生
者
と
死
者
の
分
断
を
多
角
的
に
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い

た
こ
と
を
示
し
た
。
本
篇
序
盤
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
の
「
私
」
は
、
高
度
成
長

期
の
都
市
部
に
お
け
る
典
型
を
な
ぞ
り
な
が
ら
、
亡
き
母
親
と
の
関
係
を
経
済
的
交
換

に
よ
っ
て
切
断
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
回
想
後
の
「
私
」
は
、
死
者
の
回
帰
に
よ
る

と
思
し
い
身
体
的
な
変
調
に
次
々
と
見
舞
わ
れ
、
か
つ
て
の
弔
い
の
未
了
性
を
露
呈
さ



「無言」の射程

（375）928

せ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
、
単
な
る
弔
い
の
失
敗
と
い
う
よ
り
、
戦
後
の
日
本
社
会
か
ら

複
合
的
な
要
因
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
た
死
者
た
ち
の
存
在
を
、
遂
行
的
に
可
視
化
す
る

表
現
と
捉
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
こ
の
点
を
手
掛
か
り
に
、
本
篇
中
盤
以
降
の
記
述
が
、

生
者
と
死
者
の
あ
い
だ
に
引
か
れ
た
境
界
線
を
揺
る
が
し
、
両
者
が
ひ
と
つ
の
「
時
間

＝
過
程
」
を
共
有
す
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
開
示
し
、
さ
ら
に
、
両
者
の
混
淆
が
不
可
避
で

あ
る
こ
と
を
も
示
唆
す
る
こ
と
で
、
高
度
成
長
期
の
社
会
に
お
い
て
複
合
的
な
要
因
か

ら
生
じ
て
い
た
生
者
と
死
者
の
分
断
を
、
複
数
の
角
度
か
ら
覆
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ

た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
本
篇
が
、
非
対
称
的
な
他
者
と
し
て
の
死
者
と
の
│
│
包
摂

で
も
排
除
で
も
な
い
│
│
共
存
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

終
章
で
は
、
各
章
の
分
析
を
総
括
し
た
上
で
、
今
後
の
展
望
を
示
し
た
。

　

古
井
由
吉
の
『
山
躁
賦
』
は
、
時
間
、
観
光
、
古
典
引
用
、
死
者
と
い
う
主
題
を
め

ぐ
っ
て
、
近
代
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
が
浸
透
し
た
、
同
時
代
の
社
会
状
況
を
批
判
し
て

い
た
。
そ
の
批
判
は
、
作
家
の
同
時
期
の
社
会
時
評
お
よ
び
過
去
作
、
同
時
代
の
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
言
説
、
そ
し
て
古
典
の
言
葉
と
の
緊
張
し
た
、
そ
れ
ゆ
え
に
創
造
的
な

対
話
を
通
じ
て
、
高
度
成
長
期
の
社
会
で
覆
い
隠
さ
れ
た
現
実
や
思
考
の
可
能
性
、
異

質
な
存
在
様
式
を
、
話
者
兼
作
中
人
物
「
私
」
の
両
義
的
な
言
語
運
用
に
よ
っ
て
、
内

在
的
に
表
現
す
る
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
本
論
文
の
考
察
の
過
程
で
、『
山
躁
賦
』
と

古
井
の
七
〇
年
代
以
前
の
作
品
群
と
の
連
続
性
、
お
よ
び
古
井
の
同
時
期
の
社
会
時
評

的
短
文
と
の
有
機
的
な
連
関
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
八
〇
年
代
初
頭
に
発
表
さ
れ
た
《
エ
ッ
セ
イ
》
と
し
て
の
『
山
躁
賦
』

は
、
決
し
て
自
己
目
的
的
に
言
語
の
表
現
可
能
性
を
追
求
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

特
異
な
散
文
創
作
を
通
し
て
、
同
時
代
の
、
あ
る
い
は
後
年
の
読
者
に
向
か
っ
て
、
固

着
し
た
二
項
対
立
に
と
ら
わ
れ
な
い
世
界
把
握
の
方
法
を
提
供
し
、
近
代
資
本
主
義
シ

ス
テ
ム
の
内
部
で
自
明
視
さ
れ
た
制
度
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
思
考
を
触
発
す
る
も
の

だ
っ
た
と
言
え
る
。
今
後
は
、『
槿
』（
一
九
八
三
年
）、『
仮
往
生
伝
試
文
』（
一
九
八

九
年
）、『
楽
天
記
』（
一
九
九
二
年
）
と
い
っ
た
、
八
〇
年
代
前
後
の
古
井
作
品
に
分

析
の
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
で
、
古
井
の
「
エ
ッ
セ
イ
ズ
ム
」
の
射
程
や
展
開
を
考
察
し

て
い
き
た
い
。

　

末
筆
と
な
る
が
、
本
論
文
の
審
査
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
ア
ス
ア
ヘ
ア
ラ
モ
・
マ
ヌ

エ
ル
先
生
、
小
野
正
嗣
先
生
、
菊
池
有
希
先
生
、
そ
し
て
修
士
課
程
二
年
の
夏
ま
で
、

日
本
語
を
よ
そ
者
と
し
て
読
み
書
き
す
る
こ
と
の
難
し
さ
と
楽
し
さ
を
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
、
堀
江
敏
幸
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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本
研
究
は
、
河
野
多
恵
子
の
小
説
に
お
い
て
、
抑
圧
的
な
社
会
構
造
と
異
性
愛
規
範

の
中
に
あ
る
女
性
た
ち
の
ま
な
ざ
し
や
語
り
を
精
査
し
、
女
性
同
士
の
不
可
視
化
さ
れ

た
欲
望
、
恋
愛
や
友
情
と
一
口
に
名
づ
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
関
係
性
を
抽
出
す
る
こ
と

を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
女
同
士
の
絆
」
は
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
な
ど
の
性
的
な
女
性
同
士
の
結
び
つ
き
や
、
シ

ス
タ
ー
フ
ッ
ド
の
よ
う
な
、
家
父
長
制
下
に
置
か
れ
て
い
る
女
性
た
ち
が
そ
れ
に
対
抗

し
て
獲
得
す
べ
き
非
性
的
な
結
び
つ
き
な
ど
、
性
的
・
非
性
的
な
も
の
を
含
ん
で
流
動

的
で
あ
る
。
一
義
的
に
定
義
す
る
こ
と
な
く
、
作
中
に
登
場
す
る
女
性
二
人
の
関
係
性

を
、
可
能
な
限
り
性
的
・
非
性
的
な
も
の
双
方
か
ら
論
じ
て
み
た
い
。

　

河
野
の
作
品
は
先
行
研
究
に
お
い
て
、
男
女
の
嗜
虐
的
な
行
為
や
小
児
へ
の
執
着
に

焦
点
を
当
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
母
と
娘
の
関
係
に
言
及
す
る
も
の
は
あ
る
が
、
作

中
の
女
性
の
友
人
関
係
に
着
目
し
た
も
の
は
少
な
い
。
小
説
の
主
な
登
場
人
物
に
女
二

人
の
み
が
据
え
ら
れ
る
こ
と
も
め
ず
ら
し
い
。
本
論
文
で
は
、
河
野
作
品
の
女
性
た
ち

の
関
わ
り
に
着
目
す
る
。
一
見
し
て
作
中
の
女
性
た
ち
は
友
人
同
士
で
あ
る
が
、
そ
の

関
係
の
濃
さ
薄
さ
に
は
無
論
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
恋
愛
関
係
と
い
う
わ
け
で
は

必
ず
し
も
な
く
、
友
人
で
は
あ
る
が
、
深
い
紐
帯
を
も
つ
よ
う
な
友
人
関
係
を
見
出
す

た
め
に
は
、
作
中
の
女
性
た
ち
が
置
か
れ
た
と
思
し
き
時
代
背
景
や
、
彼
ら
の
個
別
具

体
的
な
事
例
を
で
き
る
限
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
女
性
二

人
を
焦
点
人
物
に
置
い
た
三
作
品
を
あ
え
て
取
り
上
げ
る
。
異
性
愛
の
夫
婦
関
係
が
前

景
化
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
間
隙
で
結
ば
れ
る
親
密
圏
の
最
小
単
位
と
も
い
う

べ
き
、
二
人
の
女
の
緊
密
な
結
び
つ
き
に
目
を
留
め
、「
女
同
士
の
絆
」
を
見
出
す
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　

第
一
章
「
鉄
の
魚
」
で
は
、
先
行
研
究
の
「
直
接
戦
争
に
か
か
わ
る
語
彙
を
避
け
て

い
る
」
と
い
う
指
摘
を
受
け
て
、
作
中
の
固
有
名
詞
に
着
目
し
た
。
作
中
で
、
語
り
手

の
女
は
、
戦
争
で
人
間
魚
雷
に
乗
っ
て
命
を
落
と
し
た
夫
を
持
つ
女
に
誘
わ
れ
、
彼
女

の
夫
が
祀
ら
れ
る
場
所
の
資
料
館
へ
赴
く
。
夫
を
失
っ
た
女
は
、
閉
館
時
に
自
身
を
資

料
館
の
中
に
閉
じ
込
め
、
展
示
さ
れ
て
い
る
人
間
魚
雷
の
中
に
入
る
。
本
作
の
語
り
の

構
成
は
、
夫
を
亡
く
し
た
女
の
打
明
話
を
基
に
、
四
年
後
、
語
り
手
の
女
が
そ
の
女
の

一
夜
を
想
像
す
る
語
り
の
形
式
を
取
る
。
こ
の
時
、
夫
を
亡
く
し
た
女
は
、
語
り
手
の

想
像
で
肉
付
け
さ
れ
、
時
間
を
も
隔
て
て
い
る
点
と
、
閉
じ
こ
も
っ
た
資
料
館
の
中
の

人
間
魚
雷
に
入
る
点
で
二
重
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
。
彼
女
自
身
の
打
ち
明
け
話
は
、

時
間
的
に
も
、
状
況
的
に
も
、
語
り
に
お
い
て
も
内
に
籠
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

語
り
手
の
私
に
奪
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
を
証
明
す
る
た
め
に
、
命
名
す
る
行
為

の
権
力
性
に
注
目
し
た
。
命
名
す
る
行
為
と
は
、
名
づ
け
る
側
の
規
範
に
名
づ
け
ら
れ

る
も
の
を
一
方
的
に
取
り
込
も
う
と
す
る
極
め
て
「
暴
力
的
」
な
行
為
で
あ
る
。
本
作

に
お
い
て
、
例
え
ば
国
が
「
回
天
」
を
、「
天
を
回
ら
し
、
戦
局
を
逆
転
さ
せ
る
」
と

い
う
願
い
か
ら
名
付
け
た
の
を
、
そ
の
呼
び
名
で
呼
ぶ
こ
と
を
拒
否
し
、「
鉄
の
魚
」

と
名
づ
け
返
す
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
夫
の
死
を
国
家
の
作
っ
た
歴
史
の
一
部
分
、

「
公
」
の
も
の
で
は
な
く
、
個
別
具
体
的
な
個
人
の
物
語
で
あ
る
、「
私
」
の
も
の
と
す

る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
と
結
論
付
け
た
。

　

こ
う
し
た
名
づ
け
を
め
ぐ
る
権
力
性
は
夫
の
祀
ら
れ
て
い
る
靖
国
神
社
に
も
通
ず
る
。

靖
国
へ
の
合
祀
は
名
前
を
神
体
と
し
て
国
家
が
管
理
す
る
こ
と
に
通
じ
る
た
め
、
作
中

で
は
夫
の
名
前
は
明
か
さ
れ
な
い
。
夫
の
口
癖
な
ど
を
語
る
こ
と
で
、「
忠
臣
」
で
も

「
戦
死
者
」
で
も
な
く
、
彼
女
自
身
の
夫
と
し
て
「
私
的
に
感
じ
」
て
い
る
。
ま
た
、

優
秀
修
士
論
文
概
要

籠
め
ら
れ
る
こ
と
の
広
が
り

│
│ 
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同
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│
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彼
女
が
戦
後
苦
難
の
歴
史
を
た
ど
っ
た
戦
争
未
亡
人
で
あ
る
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
作
品

の
語
り
が
、
と
も
す
れ
ば
戦
争
を
語
る
際
に
公
の
国
家
の
歴
史
や
、
男
性
の
兵
士
た
ち

の
戦
功
に
比
べ
て
見
え
な
い
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
、
戦
争
に
関
わ
っ
た
女
性
た

ち
と
同
じ
目
線
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
語
り
手
や
彼
女
の
名
前
も
作
中
で
明
か

さ
れ
な
い
と
考
え
る
。
戦
争
を
、
身
近
な
人
を
失
う
ほ
ど
深
く
体
験
し
た
彼
女
と
、
そ

う
で
は
な
い
が
文
脈
を
共
有
し
て
い
る
語
り
手
が
、
二
人
の
声
で
織
り
な
す
物
語
で
あ

る
と
い
う
点
で
、
本
作
品
は
非
性
的
か
つ
制
度
を
「
演
じ
る
」
こ
と
で
、
制
度
の
外
で

一
種
犯
罪
的
な
も
の
と
し
て
結
ば
れ
る
「
女
同
士
の
絆
」
を
持
っ
て
い
る
。

　

第
二
章
で
は
、「
骨
の
肉
」「
砂
の
檻
」「
他
人
の
戸
口
」
の
三
作
品
を
扱
っ
た
。
異

性
の
夫
婦
や
恋
愛
関
係
に
あ
る
男
女
が
登
場
す
る
「
骨
の
肉
」「
砂
の
檻
」
を
補
助
的

に
用
い
、「
鉄
の
魚
」
と
同
じ
く
女
性
二
人
が
焦
点
人
物
と
な
っ
て
い
る
「
他
人
の
戸

口
」
と
比
較
し
た
。
家
の
表
象
に
着
目
し
、
河
野
作
品
に
お
い
て
家
の
中
に
い
る
こ
と

の
多
い
女
性
た
ち
の
身
体
の
関
わ
り
を
論
じ
た
。「
骨
の
肉
」「
砂
の
檻
」
に
お
い
て
は
、

部
屋
に
荷
物
が
持
ち
込
ま
れ
る
に
つ
れ
て
家
主
の
女
性
が
太
る
、
女
性
の
貞
操
が
家
の

戸
締
り
と
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
る
な
ど
、
女
性
の
身
体
は
時
に
家
と
連
動
す
る
。

　

ま
た
、
日
合
あ
か
ね
に
よ
る
「
女
性
の
積
極
的
な
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
」
と
い
う
概
念
を
用

い
、
一
見
男
性
の
権
力
に
か
ら
め
と
ら
れ
て
い
る
と
も
見
え
る
作
中
の
女
性
像
の
読
み

替
え
を
行
っ
た
。
日
合
は
、
と
も
す
れ
ば
既
存
の
男
性
が
権
力
を
持
ち
、
女
性
が
そ
れ

に
服
従
す
る
と
い
う
構
造
を
強
化
し
て
し
ま
う
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
女
性
の
マ
ゾ
ヒ

ズ
ム
は
、
既
存
の
権
力
構
造
を
脱
構
築
し
、
能
動
的
な
も
の
が
主
体
的
で
あ
る
と
い
う

既
存
の
言
説
と
は
異
な
る
権
力
関
係
を
持
つ
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
日
合
の
論
を
補
助

線
と
し
、
性
的
空
間
を
内
包
す
る
私
的
領
域
で
あ
る
家
の
中
で
発
揮
さ
れ
る
、
女
性
の

「
受
動
的
な
権
力
」
が
、
時
に
既
存
の
権
力
を
パ
ロ
デ
ィ
化
し
、
能
動
的
に
行
使
さ
れ

る
権
力
を
私
的
な
快
楽
に
変
え
る
こ
と
を
論
じ
た
。

　
「
他
人
の
戸
口
」
で
は
、
先
に
論
じ
た
二
作
品
を
踏
ま
え
て
、
登
場
す
る
家
を
住
居

の
み
な
ら
ず
、
中
に
戦
後
の
日
本
の
家
族
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え
る
。
Ａ
子

は
、
Ｂ
子
の
家
に
借
り
た
傘
を
返
し
に
行
く
。
奇
妙
な
こ
と
に
扉
に
は
鍵
が
刺
さ
っ
た

ま
ま
で
あ
っ
た
。
Ｂ
子
が
帰
宅
し
た
の
か
、
今
出
か
け
よ
う
と
し
て
忘
れ
物
を
取
り
に

引
っ
込
ん
だ
の
か
分
か
ら
ず
、
Ａ
子
は
と
り
あ
え
ず
扉
を
開
け
た
。
ど
う
や
ら
、
Ｂ
子

が
鍵
を
鍵
穴
に
刺
し
た
ま
ま
出
か
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
察
し
た
Ａ
子
は
、
上
が
り
框

の
と
こ
ろ
で
Ｂ
子
を
待
つ
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
実
は
Ｂ
子
は
、
鍵
を
鍵
穴
に
刺
し

た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
そ
れ
を
探
し
て
お
り
、
人
の
声
が
聞
こ
え
て
思
わ
ず

居
留
守
を
使
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。
居
留
守
を
使
っ
た
こ
と
を
Ａ
子
に
知
ら
せ
な

い
よ
う
、
Ｂ
子
は
窓
ガ
ラ
ス
を
ぶ
ち
割
っ
て
、
喧
嘩
を
し
て
庭
に
締
め
出
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
た
の
だ
と
言
う
た
め
に
、
石
に
手
を
か
け
る
。

　
「
他
人
の
戸
口
」
の
書
か
れ
た
年
代
の
家
の
「
戸
口
」
は
、
そ
れ
よ
り
前
の
時
代
の

家
の
応
接
間
の
よ
う
な
、
私
的
空
間
と
公
的
空
間
の
緩
衝
地
帯
を
持
た
な
い
も
の
で
あ

る
。
作
中
に
は
性
役
割
が
明
確
に
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
た
め
、
女
性
に
専
業
主
婦
の
道

を
あ
ゆ
ま
せ
た
戦
後
の
時
代
背
景
と
共
に
、
家
は
規
範
を
強
い
る
装
置
で
も
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
家
」
の
窓
ガ
ラ
ス
を
ぶ
ち
割
り
、
鍵
を
用
い
て
出
入
り
す

る
こ
と
が
「
常
識
」
の
戸
口
と
は
違
う
道
を
、「
Ａ
子
の
た
め
に
」
Ｂ
子
が
開
く
こ
と
は
、

異
性
愛
の
夫
婦
関
係
の
間
隙
に
結
ば
れ
た
非
性
的
な
「
女
同
士
の
絆
」
に
よ
っ
て
、

「
家
」
に
象
徴
さ
れ
る
閉
塞
的
な
異
性
愛
の
制
度
を
打
ち
破
る
も
の
で
あ
る
と
結
論
付

け
た
。

　

第
三
章
で
は
、
河
野
の
デ
ビ
ュ
ー
直
後
の
作
品
で
あ
る
「
劇
場
」
を
扱
っ
た
。
日
出

子
は
、
親
し
く
付
き
合
っ
て
い
る
山
下
未
亡
人
に
誘
わ
れ
て
オ
ペ
ラ
「
リ
ゴ
レ
ッ
ト
」

へ
赴
き
、
チ
ケ
ッ
ト
を
買
う
際
に
少
し
交
流
を
持
っ
た
美
女
の
夫
で
あ
る
、
せ
む
し
男

に
再
会
す
る
。
夫
婦
は
生
活
の
中
に
嗜
虐
的
な
嗜
好
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、

日
出
子
を
だ
ん
だ
ん
と
惹
き
つ
け
て
ゆ
く
。
本
作
で
は
、
美
女
と
せ
む
し
男
の
嗜
虐
的

な
行
為
を
見
る
観
客
で
あ
っ
た
日
出
子
が
、
演
者
の
立
場
に
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
眼
差

し
を
通
じ
て
表
現
さ
れ
る
。
家
が
役
割
を
演
じ
る
「
劇
場
」
と
な
る
の
だ
。
日
出
子
を

嗜
虐
的
な
性
愛
の
関
係
に
引
き
入
れ
、
三
人
の
関
係
を
築
く
よ
う
に
仕
向
け
た
の
は
美
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女
で
あ
る
。
彼
女
は
日
出
子
を
、
せ
む
し
男
を
介
し
て
「
感
じ
る
女
」
と
し
て
造
型
す

る
。
異
性
愛
を
中
心
と
し
た
社
会
に
お
い
て
、
親
密
性
の
基
盤
と
さ
れ
る
の
が
、「
感

じ
さ
せ
ら
れ
る
女
」
と
「
感
じ
さ
せ
る
男
」
が
演
じ
ら
れ
る
舞
台
で
あ
る
異
性
愛
の
性

交
だ
と
す
れ
ば
、本
作
に
は
表
面
上
は
夫
婦
と
い
う
異
性
愛
関
係
を
演
じ
つ
つ
も
、「
感

じ
さ
せ
る
女
」
と
「
感
じ
る
女
」
と
い
う
性
的
な
「
女
同
士
の
絆
」
が
成
立
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
作
中
で
引
用
さ
れ
る
「
リ
ゴ
レ
ッ
ト
」「
カ
ル
メ
ン
」「
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン

ニ
」
と
本
作
を
重
ね
合
わ
せ
、
間
テ
ク
ス
ト
性
を
論
じ
た
。
ジ
プ
シ
ー
で
あ
る
た
め
家

を
持
た
ず
、
母
で
あ
る
こ
と
を
拒
否
し
た
逸
脱
者
で
あ
り
、
制
度
の
越
境
者
と
し
て
の

カ
ル
メ
ン
と
、
父
親
に
よ
っ
て
家
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
、
好
色
で
自
身
を
裏
切
っ
た
公
爵

へ
の
愛
に
縛
ら
れ
、
悲
劇
の
最
後
を
遂
げ
る
ジ
ル
ダ
の
物
語
は
、「
劇
場
」
作
品
内
で

描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
、
社
会
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
異
性
愛
の
結
婚
制
度
と
、
そ
の

逸
脱
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
常
と
快
楽
が
地
続
き
で
あ
り
、
家
と
劇
場

が
地
続
き
で
あ
る
本
作
の
中
で
、
制
度
の
な
か
の
「
不
実
」「
貞
操
」
と
い
っ
た
概
念

ま
で
も
あ
や
ふ
や
に
し
て
、
日
出
子
と
美
女
は
友
人
と
も
恋
人
と
も
断
言
し
が
た
い
、

性
的
な
「
女
同
士
の
絆
」
を
結
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
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